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豊山町第５次総合計画策定のための 
 

町民討議会議 
 

～みんなで考えよう！豊山の未来～ 
 

【開催記録】 
  

 



1 

 

開催経過 
 

日時 令和元年６月 30日（日） 午前 10時から午後４時 

場所 豊山町役場 ３階 会議室 

テーマ 協働によるまちづくりを進めるために 

10：00～ 

 

●開会・ごあいさつ、事務局紹介など 

●「総合計画」の説明と「町民討議会議」について 

 

10：20～ 

 

 

10：40～ 

 

 

 

11：00～ 

 

●スタートアップ！ 

アイスブレイク（10分） 

・みなさんで自己紹介 

協働によるまちづくりってなんだろう？  

・協働によるまちづくりとは 

・感想、意見交換など 

○本日のグループワークについて 

●グループワーク 

『豊山町の重点課題に対して私たちにできることは？』 

ステップ１：あなたにとっての関心課題を３つ選んでグループ内で紹介して下さい 

① 重要だと思う課題を見つける 【20分程度】 

 

② 課題を共有する 【30分程度】 

 

12：00～ ＜昼食休憩＞ 【60分】 

13：00～ 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ２：今回の町民討議会議で話し合いたいテーマを３つ選んで下さい［討議］ 

③ 検討テーマを決める 【20分程度】 

 

ステップ３：協働によるまちづくりの視点から「できること」を考えましょう［討議］ 

④ 課題解決のためにそれぞれができることを考える 【40分程度】 

 

（ブレイクタイム） 

 

⑤ 特に重要なことを考える 【40分程度】 

 

15：00～ ○本日の成果の発表（全体） 

・発表者の選定、発表内容の整理 

・発表【３分程度×８グループ】 

16：00～ ●閉会 

・次回のご案内など 

  

14：00 

14：20 
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意見カードの発表と整理 
意見カードを模造紙に貼り内容を発表・共有 

内容を端的に表すキーワードをつける 

 

 

 

「課題カード」の作成 
あなたが関心のある項目を選び、 

豊山町の課題だと思う内容を記入 

 

 

テーマを３つ選んで「協働でできること」を考える 
 

グループワーク実施要領 

 

ステップ１：あなたにとっての関心課題を３つ選んでグループ内で紹介してください 

 

 

 

 

 

 

 

ステップ２：今回の町民討議会議で話し合いたいテーマを３つ選んでください［討議］ 
 

ステップ３：協働によるまちづくりの視点から「できること」を考えましょう［討議］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目○○○○ 

項目は、第５次総合計

画の「30の基本施策」

から選んで下さい。 

キーワード キーワード 

キーワード キーワード 

項目に関連する「豊山

町の課題」を簡潔に記

入して下さい。 

ステップ１で整理した「豊山町の課題」をふ

まえ、検討テーマを３つ決めてください。 

【例】子育てがしやすいまちに！ 

   豊山町に遊びに来る観光客を増やす！ 

   地域活動をもっと盛んにする！ など 

貼り出された「できること」の中から 

特に『これが大事！』と思うものを３つまで

選んで、ポストイットにシールを貼ってくだ

さい。  ※シールは１人３つまで 

それぞれの検討テーマについて 

「地域・住民個人」「企業・学校など」「行政」

の各主体ができることをポストイットに書き

出し、模造紙に貼り出してください。 

シール投票の結果などもふまえ、それぞれの

検討テーマについて、特に『これが大事！』

と思うことを記入してください。 
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第５次総合計画の「３０の基本施策」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

分野別まちづくり目標         基本施策 

快適で活気あふれる 

コンパクトなまち 

１ 土地利用 

３ 道路 

２ 公園・緑地 

４ 上下水道 

目
標
１ 

自然にも人にも優しい 

持続可能なまち 

５ 住宅・景観 目
標
２ 

安全・安心で住みやすさ 

を実感できるまち 

目
標
３ 

８ 交通機関 

10 防犯・交通安全 

９ 消防・防災 

助け合い、支え合う 

健康であたたかなまち 
目
標
４ 

11 健康づくり 

13 子育て支援 

12 地域福祉 

14 高齢者福祉 

15 障がい者福祉 16 医療保障 

いきいきとした豊かな 

心を持った人を育むまち 
目
標
５ 

17 生涯学習 

19 学校教育 

18 家庭教育 

20 芸術・文化 

21 スポーツ 

住民と行政がともに考え、 

ともにつくる信頼のまち 
目
標
７ 

25 協働 

27 交流・共生 

26 コミュニティ 

28 行政運営 

29 財政運営 30 広域行政 

にぎわいを生み出す 

個性豊かなまち 

22 商工業 

24 観光 

23 農業 目
標
６ 
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３．グループワーク成果のまとめ      
豊山町の重点課題に対して私たちにできることは？ 

※投票シールの数は、意見末尾に（数字）で記載 

【グループ１】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題１ 

・③⑩交通量の増加による子供

の安全 

 

課題２ 

・⑤建売住宅の基準を作る 

・⑥エネルギーの地産地消 

・⑥町民電力、市電力の設立 

課題３ 

・⑧タウンバスの充実、その他

の交通機関の充実 

・⑩車のスピードを安全に守る

よう、志水小近く 

課題４ 

・⑫困っている人がどうしてい

るか？ 

・⑬子供の育ち方が心配 

・⑭日常生活能力を上げていけ

る場所 

・⑮町内に働ける場所を作る 

課題５ 

・⑲外国語の親をもつ子どもの

サポート 

 

課題６ 

・㉒JAXA、三菱重工など有名

な会社がある町 

・㉒見学ツアーなど行う 

・㉔他市町村との関係を沢山広

げる 

【ワークシート】 
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ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

子育てと高齢者が困っている

事は何か？ 

どうしたらよいか？ 

テーマ２ 

交通事故、交通安全に対する対

策は？ 

テーマ３ 

豊山町を観光の町にするに

は？ 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

・町内の自治会などに見守り等

をしてもらう。 

・一人暮らしになるとごみ等捨

てるのがわずらわしくなり

ためてしまう。 

・高齢者をうまく活用する事を

考える。行政のリスクをどの 

ようにするか。（３） 

・町内での車のスピードは、ゆ

っくり走らせて欲しい。 

・交通量の多い道路の直近に玄

関を作らない、危険と思う。 

・町をきれいに。 

・道路、自宅周りを草・ゴミの

ない町に。 

・道路にゴミ捨てをしないきれ

いな町づくりをするには。 

・側道（歩道）の植木の手入れ。 

・豊山町の歴史を知っていく。

※自慢できる事を知っても

らう。（１） 

ｂ）企業・ 

学校など 

・学校などで高齢者に対する接

し方、考え方を学ぶようにし

てもらう。 

・学校を中心に子供と高齢者 

をつなぐ仕組みづくり。（１） 

・近くの企業などに子供の通学

時間など対する運転マナー

などを教育してもらい注意

を呼びかける。（３） 

・三菱・県・豊山町と共同で航

空ミュージアムの運営を。パ

ンチ力を出す。 

・学校内の教育として、JAXA

や三菱に来てもらい、子供達

にモノづくりの楽しさを通

して、社会や人生の教育をし

ていく。 

ｃ）行政 

・豊山町民は基本的に自治会に

参加する事にする。 

・行政は問題点を整理している

が、町民が参加する方法がわ

からない。（１） 

・人材を集めるのに、もっと工

夫したらよい。<専門家を使

う、リスク判断・解決法>（１） 

・特に近くの大手企業などに町 

として強く指導する。 

・防犯などに使うカメラなどを 

チェックする。 

・交通指導員はどのように選ん

でいますか。 

・特に事故が多い交差点に信号 

などをつけ、減速設備などを 

設置する。※道路に山をつく 

る。（１） 

・危険な通学道路を作らない。

危ない所がある。（１） 

・大山川に遊歩道を作り、散歩

道にする。 

・“豊山町”をブランド化する。

（“航空”“イチロー”） 

・JAXA、三菱重工、FDA な

ど空や宇宙などに関係する

事の体験ツアーなどをやっ

てもらい、町としてのアピー

ルをやっていく。（３） 

 

 

 

特に、これ
が大事 

地域住民個人、企業、学校、 

行政が一体となって取り組む。 

◎特に元気な高齢者をいかに

参加させるかを工夫する必

要がある。 

◎参加してもよいと思ってい

る人が、参加しやすい場所を

つくる。 

子供の通学に対し、企業の教育

の一環として交通マナー指導

をお願いする。 

JAXA、三菱重工、FDA など

空や宇宙などに関する事の体

験ツアーなどしてもらい町の

アピールをしていく。 
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【ワークシート】 
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【ワークショップ風景】 
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【グループ２】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題１：土地利用 

・①空耕作地の活用 

課題２：交通 

・⑥町内を回るバスがあると、

高齢者に便利 

・⑧年寄り、自動車なし？ 

・⑧とよやまタウンバスのルー

トを増やす 

課題３：防犯 

・⑨住民の方たちの意識の向上

をしたほうがよい 

・⑩人口の増加に伴う治安 

・⑩防犯に力を入れてほしい 

・㉖自治会に入らない世帯の方

の加入促進をした方がよい 

・㉗地域の皆で楽しめる行事が

あっても良いスポーツ以外で

も 

課題４：教育 

・⑬子供 

・⑬出産できるクリニックの誘

致した方が良い。出産に関わ

る費用の補助金等を増額した

方が良い。 

・⑲高校・大学等の誘致したほ

うが良い。授業料等の補助も

した方が良い。（金額の増） 

・⑳芸術・文化の積極性。種類 

を増やす。 

課題５：土地あれば？ 

・㉒大型の商業施設 

（ララポート系） 

・㉔テーマパーク、体を使う 

アスレチックなど 

 

 

 

 

【ワークシート】 
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ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

町内での移動の利便性の 

向上！（交通網の充実） 

テーマ２ 

防犯に強い町づくりの 

自動化！ 

テーマ３ 

年齢に合った教育の充実と 

多様性！ 

 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

・年寄りの足がないため、地域

の表通りだけでなく、裏通り

まで。 

・とよやまタウンバスの停留所

の設置のお願いと理解。 

・とよやまタウンバスの利用料

金の値上がりしてしまう事

の理解。 

・タウンバス、クリニックをま

わる、本数・ルート、バス停、

意見を出す。 

・住民の意見をまとめる自治

会。 

・豊山タウンタクシーの運行。

（１） 

・自治会加入を積極的に意識。 

・防犯カメラの設置のお願いと

理解。 

・町外からの転入者など、ご近

所さんへ声掛け。（１） 

・地域でのコミュニティの 

重視。 

・多数参加するよう誘う。 

・カルチャーイベントへの積極

的な参加とマーケティング。

（１） 

 

ｂ）企業・ 

学校など 

・人件費のかからないバス運営

ができるシステムと技術。 

・町内企業の協賛 

（ラッピングバスなど）。 

・バス経路を増やす→経費が増

すため自動化。 

・タクシーの提供。（２） 

・企業には出来るだけ協賛して

もらう。防犯カメラ及び街灯

等。 

・防犯カメラの技術向上と設置

の協力。 

・企業内の専門家の協力・派遣。

（１） 

・企業は場所の提供及び見学会

等。 

・航空システムの学習、やさし

く、取り付きやすい事から。 

・場所の提供。（１） 

ｃ）行政 

・住民の意見のまとめ、予算。

（２） 

・町内地域ごとに停留所がある 

と便利です。 

・豊山町自体がバス会社と連携

して決定してほしい。 

・企業の誘致及び協賛に努め

る。 

・予約制タクシーの運営。（１） 

・防犯カメラ等の設置。（１） 

・防犯カメラの設置。 

・緊急連絡が出来るシステム 

があると良いと思う。（１） 

・情報管理の徹底と守秘義務。 

・現在でも生涯学習があるが幅

広く出来る様に。 

・生涯学習の内容の充実。 

講師等の派遣。 

・子供から老人まで幅広い選択

ができる様に講師の確保。 

 

 

特に、これ
が大事 

予約制タクシーの導入（乗りあ

いで低料金） 

犯罪のハザードマップを作成

し、重点地域に防犯カメラを設

置する 

学びの場所の提供と講師の確

保 
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【ワークシート】 
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【ワークショップ風景】 
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【グループ３】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題１：観光資源活用 

・⑤散歩していても楽しく歩け

ない。 

・㉒スーパーがない。車が運転

できなくなったらどうするか 

・㉒もっと目玉を作る。イチロ

ーラッピングバス、地空人く

ん、なごぴょん。 

・㉔豊山町と飛行機とイチロー

の 2 本立て！ 

・㉔県営名古屋空港行先をもっ

と魅力的な場所へ！ 

課題２：シルバー支援 

・⑭老人が多く集まる場所を作

ってほしい。 

・⑭高齢者サービスが不足、 

・⑰色々な習い事をしたいが、

以前より数が少なくなった。 

・㉖老人会の会員が少なくて、

役員がすぐ回ってきて、退会

する人が多くなり、老人会が

なくなりそう。 

課題３：交通インフラ整備 

・⑧電車が乗り入れをしてない

事からバスの本数を増やす 

（自主返納） 

・⑧タウンバスの時間を多くし

てほしい。 

・⑧最寄駅がない。電車、バス

が不足。 

・⑧タウンバスの便数少ない。

座席も少なく、残される時も 

ある。（栄行き） 

課題４：防犯の強化 

・⑩防犯カメラを増やしてほし

い。 

・⑩街灯が少なく、暗くなると

危険。 

課題５：道路整備 

・③道幅が狭く、歩道が少ない。 

・③道がせまい、整備してほし

い。 

課題６：その他 

・①話を聞きたい。 

・②日陰が少ない。 

・⑬日曜、児童館が休み。 

・⑯健康診断、健診のサービス。 

・㉑町営によるジム施設は存在

しているが、中身が薄い。 

 

【ワークシート】 
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ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

交通インフラの整備 

テーマ２ 

シルバー支援 

テーマ３ 

観光資源活用 

飛行機とイチロー 

 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

・バスの本数を多くして、乗る

人が増えること。（４） 

・タウンバスを 60 才以上タダ

にする。（１） 

・学生などが積極的に利用。（安

いことが条件）タウンバスを

日常的に利用する。 

・高齢者が何に興味があるの 

か、行政に伝える。 

・ご近所の方も誘う。 

・70 才から無料にしてほしい。 

・情報交換、コミュニティを深

める。 

・エアーポートウォークを活 

用する事。 

・飛行機を利用する。 

・イチローや飛行機を町外の 

友達に PR する。 

ｂ）企業・ 

学校など 

・タウンバスの定期を作る！ 

・名駅や栄に行くバス、料金が

高すぎる。小牧からは 500

円。（１） 

・三菱などの大手企業も交通整

備に協力してほしい。三菱の

社員の人が車である道路を

多く通るので車をちらして

ほしい。 

・パソコンやスマホを教えて 

くれる人を招待してもら

う！ 

・招待をしてほしい。（３） 

・敬老の日に学校へ招待し、子

供とシルバー世代と交流す

る。（例：昔の遊びなど） 

・名古屋空港からの行先をもっ

と魅力的な場所へ！（成田、

羽田、北海道、沖縄）。（４） 

・名古屋空港からセントレア 

行きでも良い。電車（駅）が

遠いから。 

・航空ミュージアムでイベン 

トを告知。 

・イチローラッピングバス、イ

チローのお菓子、お土産にな

るようなもの。 

・豊山町の人に年１回位商品が

ほしい 

ｃ）行政 

・タウンバスの増便。シルバー

の方の無償化。（１） 

・とよやまタウンバス増便。市

バス乗り入れ（名古屋市、小

牧市）。 

・タウンバスを数多く出して 

ほしい。 

・町内の利用客だけでなく、 

外からの利用客を増やす仕

組みを考える。 

・名鉄小牧線と連携。 

・老人会に年に１回商品券を 

出してほしい。 

・生活に役立つことができる技

能を取得する講座などを増

やす。ex.パソコンや DIY な

ど。（１） 

・70 才以上の健診やバス代、

生涯学習の無償化、割引。 

・航空ミュージアム、名古屋空

港、駐車場の割引サービス。 

・航空ミュージアムの入場料 

をもう少し安くすれば何回

でも行ける。 

・航空館があるところを飛行 

機の博物館ではなく、イチロ

ー博物館にし、町外から人を

呼び込む。 

・鈴木イチロー君の事を町と 

してもっと紹介してほしい。 

 

 

 

特に、これ
が大事 

自家用車がなくても生活でき

るようにバスの本数を多くす

る。（30 分に 1 本ぐらい） 

イベント等に無料招待してほ

しい。 

名古屋空港からもっと充実し

た行先を増やす！（成田、羽田、

北海道、沖縄） 
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【ワークシート】 
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【ワークショップ風景】 
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【グループ４】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題１ 

・㉗新しい住民をどんどん受け

入れる 

課題２ 

・⑤空家・庭木の剪定・蚊の発   

 生 

課題３ 

・⑥野焼き 

課題４ 

・④違う世代の意見がわからな 

い 

・㉖小さな町で楽しく生活する

ために 

・㉗自治会組織のあり方、高齢

化に伴う対策 

課題５ 

・③見通しの悪いとこがある 

・③雑草が多い 

課題６ 

・⑧車が必要 

・⑧不便さや費用がかかる 

・⑧電車がない、バスがあるが

便が悪い 

・⑭高齢者の運転免許証の返上 

が世間の話題となっている 

課題７ 

・②公園の配置にバラつきが 

ある 

課題８ 

・⑬地域で見守り安心して育て

られる 

課題９ 

・⑲住民がサポートできるよう 

 に 

課題 10 

・㉘どう協力していいかわから 

ない 

課題 11 

・⑫地域で見守り助け合う 

 

 

【ワークシート】 
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ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

交通機関 

タウンバスや名古屋市のバス

を考える、有効利用する 

テーマ２ 

交流・共生 

自治会改革 

テーマ３ 

学校教育 

住民がサポートする 

 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

・免許証を返納する。（高齢者、

65 才以上） 

・新しい住民をどんどん受け 

入れる。 

・あいさつ。 

・自治会にもっと関心を持つ。 

（１） 

・働き世代の負担を軽減する。

（子育て協力、町による介護

者の募集など） 

・父兄会などが授業の 

サポート。 

・地域の経験の豊富な方々に 

よる相談室を設ける。（１） 

・他人事にせず介入する。 

・住民が学校の授業に参加・サ

ポートする。（１） 

ｂ）企業・ 

学校など 

・企業からの助成金により交通

機関を誘致する。 

・企業事業、学校事業への招待

をする。 

・企業・学校を巻き込んだふれ 

あいの展開。（１） 

・地域の人が参加する職員 

会議。 

・地域住民による手作り給食。 

ｃ）行政 

・タウンバスの返納及び未所持

者の無料利用パス。（１） 

・定期券の割引（高校生）。 

・停留所の新たな検討。（３） 

・市バス・地下鉄を全額無料 

（65 才以上）。（１） 

・自治会に変わる（地区）組織

を編成する。（２） 

・「長」に丸投げしない。 

・役場も骨を折る必要がある。 

・地区を学校区の３つに分け 

る。（１） 

・教育委員が職員会議に参加 

する。 

・教育委員の授業への参加。 

 

 

 

 

特に、これ
が大事 

・企業からの助成金を得て交通

機関の誘致をする。 

・高齢者の免許返納を促してい

く。 

・停留所を検討して乗車料金を

無料にする。 

・自治会に変わる組織を編成す

る。→地区を学校区の 3 つに

分ける。 

・地区ごと（企業や学校）の触

れ合いを展開していく。 

・住民が学校の授業に参加して

サポートする。 
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【ワークシート】 
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【ワークショップ風景】 
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【グループ５】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題：サービス 

・⑧高校以上への通学・通勤が

困難 

・⑧バスの本数を増やしてほし

い 

・⑭主人と二人で暮らしており

ます。私は外出の機会が有り

ますが 

・⑭買い物などへの移動手段 

・⑭認知症高齢者への対応、認

知症予防 

・⑭福祉サービスの充実 

課題２：整備 

・②児童園の整備 

・②緑の多い公園で癒されるよ

うな公園計画をしてほしい 

・②神明公園の活用（Boon の

活用を含む） 

・③道路に植込の樹木がはみだ

して、なおかつ一方通行の標 

識が見えないし、消火栓があ

るので、火災の時に困る 

・③歩道がでこぼこで、車いす

が不便 

・④下水を繋げてくれない家庭

があるため、なるべく繋げら

れる様な方法を考えてほしい 

・⑥⑲小中学校の水道水にサビ

が混入していると聞く 

課題３：健康づくり 

・⑪公衆衛生に対する意識が年

代によって偏りがありすぎる 

・⑪高齢になり、体も思うよう

に動きませんが、スポーツが

好きです 

・⑪若年層～高齢者まで体を動

かす機会が少ないのでは 

 

課題４：消防・防犯 

・⑨周囲自治体に比べて遅れて

いる、現状に合っていない 

・⑩夜間、町が暗い、特に青山 

・⑩空き巣が多いので心配です 

課題５：教育 

・⑩町交通安全の役員をやらせ

て頂き子供達の元気のなさが

気になります 

・⑬豊山町には児童館がないの

で子供が遊ぶ場所がない 

・⑲義務教育が普通であり、世

界で活躍できる人材育成 

・㉑野球以外のスポーツがあま

りない（アスリートの育成） 

・㉑何のスポーツにも役立てる

基礎体力づくり 

課題６：PR 

・⑮障がい者自立支援制度によ

り医療費が（場合により）10

割負担してもらえることの認

知が低い 

・㉔豊山町の町をアピールする

ものをどんどん見つけアピー

ルする 

・㉕町民自ら情報を集める意識

が低い 

【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



21 

ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

自然を残す 

環境整備 

テーマ２ 

子供からお年寄りまで安心 

できる明るい町づくり 

テーマ３ 

豊山町のことを知りつくそう 

～サービスの有効活用～ 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

・道路の脇に樹木を植えて緑を

増やす。 

・緑化や道路整備。 

・公園の除草と植樹作業。 

・公園に大きな樹木を植えて 

ベンチも置いて憩える公園

を作る。 

・公園の遊具の整備。 

・公園などの草刈りや草取りを

しっかり行い環境整備する。 

・公園の空き地にやすらぎをも

てる場所に木陰作り。 

・具体的な住民意見聴取。 

・あいさつ運動。（１） 

・施錠する習慣。 

・日常、隣同士の声かけをして

互いに見守る。 

・児童の元気を取り戻す。 

“あいさつ”を徹底。 

・子供が夜遅くまで遊んでいた

ら、声かけをして、早く帰宅

するように声掛けする。 

・防犯パトロール強化。（１） 

 

・毎月、広報を読む。 

・気になったら調べる習慣。 

・運転免許の返還。 

 

 

 

 

ｂ）企業・ 

学校など 

・公園の除草作業を学校行事と

して。 

・企業の方にも草刈りや環境整

備に協力してもらうように

ビラを配布する。 

・自然の大切さを学ぶ（授業な

ど）。学校。（１） 

・自然を育てる 

（木の植樹など）。 

・防犯の大切さを学ぶ機会。

（１） 

・部活動や学校での居残り（補

習）による過度な下校時刻遅

延の廃止。 

・知らない人に声をかけられそ

うになった場合の防犯ビデ

オを作成して、子供に認識し

てもらう。 

・集団登校の折り、高学年生の

奮起（あいさつ）。 

・家と学校の距離が遠い生徒に

は自転車登校の許可を！ 

・防犯カメラの設置。 

・企業報・学校報などに豊山町

の情報を入れる。 

・高齢者の方に自転車に乗る時

のヘルメットの助成金があ

る事を多くの人に知っても

らう。 

・自転車店などにヘルメットの

助成金の掲示。（１） 

・校内放送（朝や昼、下校時間）

で情報を流す。放送委員や係

の仕事にする。 

ｃ）行政 

・住民からの要望に対しての対

応。（１） 

・３～４年に 1 度（程度）、公

園遊具の確認。サビを塗料で

塗り隠すばかりでなく、根本

の耐性補強を。（１） 

・園の整備（遊具など）。（１） 

・道路の整備。 

・公道にはみ出している樹木を

きちんと切るよう行政の方

から指導してほしい。 

・田んぼ、畑の活用（公園）。 

・防犯カメラの設置を増やし防

ぐ。（１） 

・子供の見守り。 

・全体の防災訓練。 

・防犯に関する啓発。 

・防犯・防災の講演会。 

・交通安全講習会 

（子供、高齢者） 

・街灯の整備。（１） 

・１日署長など有名人活用。町

内外への発信。 

・町内外の人が自身が PR でき

る機会や場所の提供。 

・豊山町公式 LINE 開設と登録

した人にノベルティープレ

ゼント。 

・SNS の活用。（２） 

・町内放送の活用。（１） 

・広報の文字を大きくする。 

（１） 

・広報を目に留まるような、読

みたくなるようなデザイン

に。（モノトーン→カラーへ） 

・とよやまの広報にヘルメット

の助成金制度がある事を何

回か掲載してもらう。 

・とよやまチャンネルの整備 

（Web 化）。 

・とよやまチャンネルの文字サ

イズ拡大と情報表示１枚あ
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たりの時間の延長。（１） 

・とよやまチャンネルの活用を

検討。 

・町内外のバスの本数を増や 

す。 

・高齢者の移動手段の確保。 

・スポーツ施設の活用、整備。 

・無料で人形劇・コンサート・

映画を上映して、町外の人に

も来てもらい、多くの人を集

め、豊山町の活動を知っても

らう。 

 

 

 

特に、これ
が大事 

住民から出てくる“声”（要望）

などに対して、聴くだけでなく

行動に移してもらう。（整備や

活用について） 

防犯カメラ、街灯の数を増や

す。 

現在の“とよやまチャンネル”

“広報誌”“町内放送”拡充さ

せる。（若い世層への LINE な

ど）年齢など受け取る側に合わ

せた情報発信。 

【ワークシート】 
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【ワークショップ風景】 
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【グループ６】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題１：道路 

・③土、日のエアポート、南側

道路の渋滞 

・③町の道路の幅が狭いので区

画整理がなされているの

か？ 

・⑧名古屋への交通手段 

課題２：公園・緑地 

・②散歩道 

・②散歩ができる広い公園がほ

しい 

課題３：防犯 

・⑩小中学校の登下校の際、お 

かえり等の声を掛けても返答 

がない。 

課題４：下水道 

・④上下水道整備で、下水に対

し、上水の 80％は高すぎな 

いか？ 

課題５ 

・⑰図書館、暗い、狭い 

 

 

【ワークシート】 
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ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

便利な道路作り 

テーマ２ 

散歩道の整備 

テーマ３ 

図書館の利便性 

 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

・消防車の通れる道路をつくっ

てほしい。 

・エアポートウォークの西側の

道路と南側の道路、土・日等

の休日の車両混雑をなくし

てほしい。 

・生活道路を脅かす。 

・古い住居の解体時に道路を広

げるように協力する。（３） 

・散歩道の整備をしてほしいで

す。 

・神明公園の外周散歩道をつく

る。 

・社教センターの図書館の机の

配置を考えてほしい。 

・図書室をもう少し広くして自

習室の整備をしてほしいで

す。 

・個人の蔵書を寄付する。 

ｂ）企業・ 

学校など 

・敷地の出入口の変更。  ・不要となった事務机の提供な

ど。@企業。 

・図書館を利用した授業への変

更。＠学校。 

ｃ）行政 

・消防車が入れる幅の道路作

り。 

・道路の狭い地域の区画整理。 

・エアポートウォーク南の南北

路線の早期開通を望みます。

（３） 

・推奨散歩道の選定。 

・街灯の設置（防犯にもなる）。 

・新たな散歩道を整備する。

（１） 

・図書館を明るく、広くする。

（４） 

・図書館の利用をアピール、宣

伝する。 

 

 

 

特に、これ
が大事 

古い住居の解体時に道路を広

げるように、協力する。 
新たな散歩道を整備する。 図書館を明るく、広くする。 
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【ワークシート】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

【ワークショップ風景】 
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【グループ７】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題１：地域活性 

・①商店街アーケード街等の活

性化 

・①キャッチボールする場所 

・④虫の発生 

課題２：交通 

・⑧タウンバスの料金について 

・⑧公共交通機関の不足 

課題３：文化交流 

・㉖転入者の受け入れがしづら 

い。許さない町体質 

・㉕町民（大人～子ども）主体

の企業設立 

課題４：安全・安心 

・⑨AED の使い方。町内での資

格取得 

・⑨道路が狭い。入り組んでい 

るため緊急車両が対応しづら 

いのでは 

・⑪⑰㉑サイクル（有料）で他 

種目参加型スポーツ 

・⑭徘徊の助け合い 

・⑬助け合い支え合う。帰宅後

の子どもを守る 

  

 

【ワークシート】 
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ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

交通機関充実 

テーマ２ 

福祉の充実 

テーマ３ 

交流 

 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

・ボランティアタクシー ・延長の見守り隊 

・ボランティアによる助け合い 

（１） 

・認知症の人の付き添い（１） 

・茶道、華道での交流入室 10

人まで OK（１） 

ｂ）企業・ 

学校など 

  ・あいさつ運動等の活動 

・朝市 

ｃ）行政 

・バス停名にふり仮名を付ける

（外国人、子ども向けに）（２） 

・防災道路整備 

・バス時間の充実（２） 

・如意車庫にバス停を作る 

・高齢者施設、託児所、保育園

等のコラボ、協力体制（１） 

 

・合同スポーツサークルの設立

（１） 

・全国規模のイベント祭り 

・社教センターで開催 

・地域企業協賛のイベント 

・茶道、華道での交流。5 年生

以上 

・着付け指導 

 

 

 

 

特に、こ
れが大事 

バスの時間の増大 

バス停名にふりがなを付ける（外

国人、子ども向けに） 

高齢者と幼児とのふれあい 全国規模のイベント 
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【ワークシート】 
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【ワークショップ風景】 
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【グループ８】 

ステップ１ あなたにとっての関心課題 

課題内容 

課題１ 

・③歩道の改善 

・②航空館 boon、ブランコが

ない 

課題２ 

・⑥ゴミ出しについてゴミは必 

ず当日に出す（田んぼや畑に 

ゴミが入っている） 

・⑩燃えないゴミ等をあさる人

がいる 

・⑥豊山町にゴミが落ちている

（ポイ捨て） 

課題３ 

・⑩公園にも防犯カメラを設置 

・⑩防犯カメラの設置 

課題４ 

・⑬子育て支援に何が出来るか 

・⑬公園の整備 

・⑬豊山プールの入場券を買う 

機械が 1 台のみで混む 

・⑬給食費無料 

課題５ 

・㉔空港を使ったイベント 

・㉔あいち航空ミュージアムを

魅力化 

・㉒ふるさと納税の魅力がない 

 

 

【ワークシート】 
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ステップ２ 豊山町の重点課題 

検討テーマ 

（３つ） 

テーマ１ 

子育てし易い環境に 

テーマ２ 

生活の安全 

テーマ３ 

豊山町の魅力化 

 

ステップ３ 協働によるまちづくりの視点からできること 

ａ）地域・ 

住民個人 

 ・豊山町クリーンキャンペー 

 ン 

・注意喚起のポスター作成 

・意識高揚のため看板作成 

 

ｂ）企業・ 

学校など 

・運動会の時期の見直し   

ｃ）行政 

・航空館 boon にブランコを

導入、神明公園（３） 

・給食費を無料に（振り込め

ない人がいる）（２） 

 

・豊山スカイプールの券売機

が少ないので混み、熱中症

になる。気軽に入場できる

ように回数券の導入を（１） 

・公園や道に防犯カメラの 

設置（５） 

・カーブミラーの設置 

・歩道、道路の草刈り（草が

高いので危険）（１） 

・歩道の舗装 

・あいち航空ミュージアムの

魅力化、入場料の値下げ、

体験コーナーの充実 

・１人住まいの高齢者のため

の緊急通報システムの広報

（１） 

・ふるさと納税を魅力化（プ

ラモデル、イチローの活用、

地家の活用）（２） 

 

 

 

 

特に、これが
大事 

ブランコ 

給食費の無料化 

防犯カメラの設置 

プールの回数券導入 
ふるさと納税の活用 
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【ワークシート】 
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【ワークショップ風景】 

 

 

 


